
国際農林水産業研究センター（JIRC九引の前身である、熱帯農業研究セン
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の食料生産力の向上川，I. 「.J八、ァ。

「食料の農業・農村基本法Jが新たに公布。施行されましたが、法律の

一つである「食料の安定供給の確保jという観点から、世界の食料

生産力、特に開発途上地域における食料生産力向上のために、積掻的な国際貢



献を果たしていくことが基本施策のーっとしてあげられています。したが、っ

て、我々の果たすべき役割、挑戦すべき課題はまだまだたくさん残されていま

す。

今般 30周年を迎えるにあたって、多くの方々から国際農林水産業研究セン

ターに対する期待と励ましのお言葉をいただき、本誌に収録させていただきま

したが、これも上述のような社会の要請からくるものであり、当センターに課

せられた使命の大きさに身の引き締まる思いであります口

本誌の刊行にあたっては、多くの方々からご寄稿いただきました。また、折

から独立行政法人化に向けての諸準備に多忙な最中、多くの職員の皆さんに編

集、刊行の作業を担当していただきました。心から感謝の意を表したいと思い

ます。

30年といういわば壮年期を迎え、更なる挑戦・飛躍・発展を職員一同とと

もに期して、本誌刊行にあたってのご挨拶とさせていただきます。関係各位の

更なるご支援をお願いいたします。
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